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 本機能は、SFA GenAI オプションを導入しているユーザー様のみ利用できます。 

 

 本マニュアルについて 

顧客深耕 AO の「コンタクト情報」を「商談情報」と記載しております。 

 

 

 
Copyright ( C ) NI Consulting Co., Ltd. All rights reserved. 
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履歴サマリーについて 

 『履歴サマリー』は、生成 AI を活用して、顧客・パーソン・案件・納入機器等各情報に紐づく履歴を要約する

機能です。最新の履歴から最大３年分の商談履歴を取得し、独自観点に基づいて A４用紙１枚程度の文章に要約

します。履歴は、記録件数が多くなるほど価値が高まります。しかし、その分読解に時間を要するようになって

しまうという課題があります。『履歴サマリー』機能により、このジレンマを解消します。 

 

 

ご利用にあたっての注意事項 

履歴サマリーをご利用いただくには、以下の要件を満たす必要があります。 

１． SFA GenAI オプションを導入していること。 

２． NI Cloud Service をご利用のお客様であること。（https://niconsul.com/で始まる URL です） 

３． クライアントパソコンがインターネット経由で外部に接続できる環境であること。 

 

履歴サマリーをご利用にあたって注意事項がありますので、あらかじめご確認ください。 

１． Microsoft 社が提供する生成 AI（Azure OpenAI）を利用して要約しています。 

正確な情報ではない可能性がありますので、重要な情報は履歴を直接確認してください。 
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履歴サマリーを利用する 

 

1.履歴サマリーを参照する 

履歴サマリーを参照する手順を説明します。 

以下は顧客情報をもとに説明しています。 

 

 

参照画面から履歴サマリーを参照する 

 

1. 顧客情報の参照画面を開きます。 

2. 画面右上の「情報参照」ボタンをクリックします。 

3. メニューより「履歴サマリー」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

履歴画面から履歴サマリーを参照する 

 

1. 顧客情報の参照画面を開きます。 

2. 画面右上の「情報参照」ボタンをクリックします。 

3. メニューより「履歴」をクリックします。 

4. 画面右上の「履歴サマリー」ボタンをクリックします。 
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検索結果やリスト表示から履歴サマリーを参照する 

 

1. 顧客情報の検索結果画面を開きます。 

2. 該当顧客の「情報参照」ボタンをクリックします。 

3. メニューより「履歴サマリー」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トップページのクイック検索から履歴サマリーを参照する 

 

1. トップページのクイック検索で情報を検索します。 

2. メニューより「履歴サマリー」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 履歴サマリーは顧客情報以外に、パーソン情報、案件情報、納入機器情報からも参照できます。 
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2.履歴サマリーを活用する 

履歴サマリー画面に表示される内容を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

要約結果 

 

項目 説明 

要約結果 顧客・パーソン・案件・納入機器等各情報に紐づく履歴の要約結果が表示されます。 

最新の履歴から最大３年分の履歴を取得し、独自観点に基づいて A４用紙１枚程度に要約し

ます。要約結果は Microsoft 社の Azure OpenAI を利用して生成しています。 

正確な情報ではない可能性もあるため、重要な情報は履歴を直接確認してください。 

 

 

 履歴サマリーを参照するには、商談情報の参照権限、一覧参照権限、履歴サマリーの権限が必要です。 

 パーソン、案件、納入機器情報に紐づく履歴の要約は、各種情報のメイン顧客の履歴のみ要約します。 
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要約結果に関連した参考情報 

   参考情報として以下の情報が表示されます。 

 

項目 説明 

予定商談一覧 本日以降の予定商談が登録されている場合、表示されます。 

※計画分の予定商談は対象外です。 

予定業務一覧 本日以降の予定業務が登録されている場合、表示されます。 

※計画分の予定業務は対象外です。 

予定アプローチ一覧 本日以降の予定が登録されている場合、表示されます。 

※Approach DAM の導入が必要です。 

クレーム一覧 クレーム扱いの対応中の声（処理状況が処理中）が登録されている場合、表示されます。 

※顧客の声オプションの利用ライセンスが必要です。 

プラスの声一覧 1 年以内にプラスの声が登録されている場合、表示されます。 

※顧客の声オプションの利用ライセンスが必要です。 

案件一覧 継続中（受注、失注していない）の案件情報が登録されている場合、表示されます。 

※案件創造統合の導入が必要です。 

引合一覧 継続中の引合が登録されている場合、表示されます。 

※Approach DAM の導入が必要です。 

 

 

 履歴サマリーを参照するには、商談情報の参照権限、一覧参照権限、履歴サマリーの権限が必要です。 

 各種情報は 10 件まで表示されます。 

 各種情報のタイトルより一覧画面を開けます。 

履歴サマリー画面に表示されていない期間の情報も参照できます。 
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要約結果に関連した参考情報 

   参考情報として以下のようなグラフが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

売上金額・利益推移 表示期間に売上情報が登録されている場合、表示されます。 

案件金額・利益推移 表示期間に案件情報が登録されている場合、表示されます。 

※案件創造統合の利用ライセンスが必要です。 

スキマ分析 販売実績   またはオススメ商品 がある場合に表示されます。 

※システム設定でスキマ分析を利用するための設定が必要です。 

 

 

 売上・案件情報のグラフは、直近６ヶ月または３年分の金額・利益推移を表示します。 

 

 

補足情報 

   要約結果に表示されたパーソン情報へのリンクなど、要約結果から詳細情報を参照する際に利用します。 
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FAQ 

 

１． 履歴サマリーの利用上限を教えてください。 

履歴サマリーには、月ごとの利用上限があります。 

一般的に「トークン」と呼ばれる情報に上限を設けています。 

この「トークン」は要約に使う情報や、要約結果によって変わるので、履歴サマリー機能を○回利用できると

は断定できません。しかし、月（約 20 営業日）毎に、約 2,000 回要約できる試算で上限を設定しています。 

1 営業日あたり約 100 回要約できるため、通常の利用では上限に達することはないと想定しています。 

 

２． 生成 AI の運用ポリシーに抵触している可能性があるとメッセージが表示された。 

履歴サマリーは、Microsoft が提供する Azure OpenAI を利用しています。 

要約に利用した商談情報などに、Microsoft 社が定める運用ポリシーに抵触する文言が含まれている場合、 

以下のようなメッセージが Microsoft 社から提示されることがあります。詳細については、メッセージ内に 

表示される URL（Microsoft 社のページに遷移します）をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 商標 

本説明書に登場する会社名、製品名は各社の登録商標、商標です。 

○ 免責 

本説明書に掲載されている手順による操作の結果、ハード機器に万一障害などが発生しても、弊社では一切の責任を負いま

せんのであらかじめご了承ください。 

○ 発行 

2025 年 3 月 24 日 第 1 版 

 

サポートデスク 

E-mail：support@ni-consul.co.jp Fax：082-511-2226 

営業時間：月曜日～金曜日 9:00～12:00、13:00～17:00（当社休業日、土・日・祝日を除く） 

 

mailto:support@ni-consul.co.jp

